
　国内最大級の宝飾産業のB2B
による国際展示会「ジャパンジュエ
リーフェア2022」（JJF）が、イン
フォーママーケッツジャパン㈱と一
般社団法人日本ジュエリー協会
（JJA）との共同主催で、8月31日～
9月2日の3日間、東京ビッグサイト
東館で開催される。
　3年ぶりに東京で開催されるJJF
は、『本物と出会う、プロのための
ジュエリー展』ということを強調し
つつ、完全BtoBの買い付けの場とする
「TRADE」、新作&トレンド商品が勢
揃いの「CHECK」、最新情報&業界セ
ミナーをチェックする「LEARN」、有力
企業とのビジネスマッチングができる
「CONNECT」の4つのテーマを掲げ、

実りある商談、市場の開拓・
発展、次世代育成に重点を
置きながら、JJAと共に国内
宝飾業界の活性化を実現す
るとの方針を発表した。
　JJFは、「業界による業界の
ための国際ジュエリートレー
ドショー」として歴史も長く、
全国の小売店と宝飾メー
カー、卸商などが一堂に会す
る宝飾業界にとっての一大イ
ベントとして、クリスマス・年末
商戦に向けた仕入れのベス
トなタイミングで開催されて
きた。会場では商品を吟味
し、じっくり商談、買い付ける
ことができるプロのための展
示会として、良い商品を仕入
れる絶好の機会とするために
『完全BtoBの買い付けの場』

とすることが約束されている。
　また、ダイヤモンド、ルビー、サファイア、
真珠といった宝石をはじめ、希少石やハ
イジュエリーはもちろんのこと、ファイン
ジュエリーメーカーによる本格志向の高
品質かつ低価格帯のライトジュエリー

や、アパレル&ファッション業界向けの
ファッションジュエリー、ジェンダーレス
ジュエリー、ウェディングジュエリー、メン
ズジュエリー、Eコマース対応製品など、
多種多様のトレンド製品が集結する。
　さらにJJFは、商談・買い付けの場で
あるとともに、最新情報の収集の場とし
ても注目されている。商品開発から販
売戦略まで国内外の最先端の業界ト
レンドがセミナーやイベントを通じて発
信される学びの場でもある。セミナーは
すべてのプログラムが無料（登録必須）
で聴講が可能となっており、7月13日
から事前登録が始まった。
　6月に入り、経済活動も活発に動き
出している。至るところで開催された
ユーザー展や催事にも人が集まり始め
ている。海外ブランドを筆頭に新たな
価値観や様々な取り組みが発信され、
宝石やジュエリーに対する関心が高ま
り、まだまだジュエリー需要は強く残っ
ていることが明らかとなっている。そこ
には希少性や独創性、プロに選ばれた
ジュエリーであることが求められてお
り、完全BtoBのJJFによって、宝飾業界
の活性化を導きたい。

　先月、W&Jと共同でウェビナーを開
催した最先端テクノロジー企業Sarine
社アジア統括のNoy Elram氏が2年
半振りに日本に訪れたので、変わりゆく
ダイヤモンド流通のスタイルと、その価
値について直接話を聞いた。

まず、今回の来日目的はなんですか？

Noy「長い間訪れることができなかっ
たので、大切な日本市場の状況を直接
自分の目で確かめに来ました。また、日
本にいる顧客とも情報交換し、新しい
トレンドや日本のダイヤモンド市場を的
確に把握して、Sarine社が日本におい
てどのように貢献できるか考えたいと
思っています」。

Sarine社の強みはなんですか？

Noy「ダイヤモンド業界から何を求め
られているかを我々は理解しています。

世の中はテクノロジーの進化によって
様々な分野でイノベーションが加速し
ています。Sarine社はテクノロジーを使
い、戦略的に流通から素材の差別化ま
でを科学的に証明し、今後の世界的な
ダイヤモンドビジネスの発展に貢献し
ていきます」と説明した。

具体的に教えてください。

Noy「トピックは2つです。1つ目はト
レーサビリティです。原石がどのように

研磨されていくかを確実にデータ化し
ていくことです。ポイントはデジタル化
する我々が第3者機関として中立的な
立場で公平な判断ができることで、信
頼できるトレーサビリティを確保できる
ことです。2つ目は、eグレーディングで
す。ハイエンドのテクノロジーが産業の
発展に加わってきます。原産地証明と
流通の透明化が主な役割です。コロナ
禍でテクノロジーが加速したと言われ
ていますが、既にダイヤモンド産業では
カットグレーディングの分野においては
1995年よりマシーン化が始まってお
り、特に驚くことではありません」と、テ
クノロジーにより流通の透明性による
差別化が既に始まっているという。

テクノロジーによって改善されること
はありますか？

Noy「数年後にはAIグレーディングに
よって差別化されたブランドが登場し

てくることが明らかになっています。そ
の後はカラーやクラリティまでもがテク
ノロジーによって自動化されていき、数
年後には当たり前の世界になることは
確実です。伝統的な既存の仕事が奪わ
れると考える人もいるかもしれません
が、テクノロジーを入れることにより、時
間の短縮、コストの削減をはじめ様々
なことが解決され、新しいことが始まり
ます。新しいことが始まれば、新しい仕
事も増えていくことが、様々な産業の進
化の過程で見られています。AIテクノロ

ジー の
最大の
武器は
正確性
と再 現
性です。

テクノロジーは常に進化していくので、
将来的には今では考えられていないよ
うなことが起こる可能性もあるのです。
現段階では、進化していく過程におい
て、どうやってAIグレーディングされた
ダイヤモンドの価値を高めていくのか
が、eグレーディングとしての考え方に
なっています。差別化が図れることは価
値を高めることが可能であると言い変
えられますので、様々なダーゲットに的
確なグレードのダイヤモンドを提供で
きるようになるのではないでしょうか。
詳細は代理店である㈱APまでご連絡
ください。テクノロジーの進化は止まり
ません」と説明している。

―　ありがとうございました　―

　＊なお、冒頭にあったSarine×W&J
のウェビナーの詳細記事は、次号8月1
日号に掲載する予定。

　ティファニーは日本上陸50周年を
記念して、ブランド初となるダイヤモン
ドリングのセミオーダープログラム「MY
TIFFANY DIAMOND」を銀座本店
で、7月15日～8月14日まで期間限定
で開催する。
　このスペシャルプログラムでは、ダイ
ヤモンドオーソリティとしてティファニー
が誇る最高品質のダイヤモンドをルー
スストーンから直接選び、好きなリング
デザインにセッティングできる。また期間

中は、特別にティ
ファニー ニュー
ヨーク本店より
ダイヤモンドセッ
ターが来日する。

　ルースストーンには、最高水準の精密
なカッティングを施し、ラウンドブリリア
ントカットダイヤモンドをはじめ、ハー
トシェイプ、エメラルドカット、 オーバル
カットなどファンシーシェイプの幅広いカ
ラットのダイヤモンドを用意している。
　婚約指輪の代名詞となっている6本
爪の「ティファニー®セッティング」や、
永遠の愛を象徴する「ティファニー 
ハーモニー」、ブランドの伝統と革新を
融合したモダンな「ティファニートゥ

ルー」など、アイコニックで多様なセッ
ティングデザインで唯一無二の特別な
リングを作ることができる。
　そしてダイヤモンドのトレーサビリ
ティにおけるリーダーとして、常に業界を
リードしてきたティファニーの透明性の
確立された希少なダイヤモンドのみを取

トレーサビリティのリーダーとして
透明性が確立した希少なダイヤモンド

完
全
B
to
B
掲
げ
、業
界
活
性
化
を
導
く

4
つ
の
テ
ー
マ
で
実
り
あ
る
プ
ロ
の
商
談

ダイヤモンドテクノロジーの未来とは
来日中のSarine社アジア統括　Noy Elram氏にインタビュー

「ジャパンジュエリーフェア2022」
8月31日～9月2日、東京ビッグサイト

り揃える。
　ダイヤモンドの責任ある調達を「ダイヤ
モンドクラフトマンシップジャーニー」
として、新たに調達された0.18カラット以
上のダイヤモンドを個別に登録し、原産
国や原産地、カット、研磨、グレーディン

グ、品質保証、セッティングなどの製作履
歴の情報を開示
提供している。
　7月15・16日
の2日間は予約
なしの顧客、17

日～は予約者のみの対象となる。

ティファニー初のセミオーダープログラム ㈱ 萩原
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